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○委員長及び副委員長の選任
委員長　　任田　康夫

副委員長　森松　啓二

○委員各位の意見等

・循環型社会形成という中で、柏原市としてどのような考え方をもっておられるのか。具体的な行動計画的なものはあるか。しかし、その取組によって、経費がかかることもありうる。
・ごみの排出量が他市と比較して多いことがデータから読み取れる。同様な生活圏域と考えられる藤井寺市と比較しても一人あたりの排出量が多いのではないか。取組によっては経費を要するものとなるが、柏原市として減量に向かう取組を行うのか。

ごみ減量がなされたとしても、柏原市、羽曳野市、藤井寺市の3市で構成する処分場の固定費が削減されるわけではない。しかし、昨今の環境問題を勘案すると、どのように取組を進めていくことが大切なのか検討していく必要がある。
・市がある程度の場所を確保して、分別容器等を準備するのであれば、市民も分別を進めていきやすのではないか。
・なんでも市でやってもらえるという意識ではなく、市民として何ができるか、できることをやろうという視点で取り組んでいかなければならない。分別することはいいことと考えるが経費がかかる。リサイクルすることはかなりの経費を要するものであって、リデュースやリユースの取組を推し進めることによってリサイクル経費を抑えるような取組こそ大切であると思う。前回の一般廃棄物処理基本計画は排出されたものをどのように処分するのかという視点で策定されているので、リデュース、リユースを推進するような取組や啓発を今回の基本計画に取り込めたらいいでのはないか。

・ごみの有料化をすれば、不法投棄が増えるのではないか。
・生ごみ処理の堆肥化を推し進めて、ごみの減量を進めてみてはどうか。あるいは、草についてだけでも堆肥化を進めてみてはどうか。
・堆肥化しても使いみちがないのが現状である。成功事例はあるが、水分調整や臭気等の問題もあって、市として取組むことは困難である。市民の責任のもと堆肥化に取組むことは有用であるが、市の取組として行うことはさまざまな問題が生じてくるのではないか。

・間違った方法により堆肥化を進めた場合には、使い勝手が悪かったりすることもありうる。
・循環型社会を目指すのであれば、燃やすだけに留まらず、経費がかかっても堆肥化に設備投資してもいいのではないか。

・今後のリデュースやリユースに関する取組を進めるために市民と行政の定期的な情報交換の場が必要だと思う。

・設備投資で行政が経費を負担するよりも、市民ができることを自ら行って、行政がサポートするような仕組づくりを望む。
・市民にとって煩雑なことはできにくいので、市がやるべきである。経費は税金で賄えばよい。

・すべての市民が完璧に分別に取り組むことが理想であるが、なかなか簡単にはいかない。

・分別は、ごみの処分施設や収集体制に影響を受けるものなので、処分施設について3市の関係もあり長期的に取組まなければならない。しかし、収集回数や収集対象などの収集体制を検討することで分別を促進することは可能である。
・何よりももまず分別ができていない。ごみをスムーズに処理できるような体制を構築する必要がある。

・市民に周知するために、分かりやすさが大事なので今回の基本計画に際してのキャッチコピーがあればいいのではないか。概要版を作成するのも1つの方法である。
・子ども服リサイクルは平成21年度からの取組であるが、市民から好評だったので継続事業として取組んでいきたい。

・市民に「資源だ」という意識付けができないものか。
・市民は分別しているのに、収集業者が混載しているため、何のために分別しているか分からないと感じるときがある。

・分別がなされていなくても、収集業者が収集するので（収集拒否されないので）、分別しなければいけないという意識が育たない。
・子ども会で資源回収を行っている地域と全く行っていない地域があるので、拡大をする方向で検討してみてはどうか。

・ごみ排出指導員（見張り番）を付けるのはどうか。
・資源ごみの中からアルミ缶など、資源価値の高いものを収集業者が収集するよりも先に他の者が収集してしまっていることがある。

○次回の会議
・次回、第２回会議は、平成21年9月25日(金)午後2時から柏原市教育センター3階会議室で開催する。

